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高等学校文学教材における主体的な読みの実証的研究

－「わからない」を切り口として－

田中 美有詩

1.はじめに

高等学校での国語の授業を思い返 してみると､知識伝達型の授業が多く､

教師の説明をノー トに写す ような授業が多かった｡小学校や中学校の頃 と

比較すると､高校の現代文の授業の中で､授業の内容の記憶がほとんどな

く､そのことが引っかかっていた｡また､教育実習で高等学校-行った と

きに､生徒たちか ら r高校でやった文学の話の中で記憶に残っているもの

はないJ と言われ､自分で様々なことを想像 し考えながら読み解いていく

文学の授業が､なぜ記憶に残 らないのかと疑問を抱いていた｡

知識伝達型の授業は､高校生たちの知識欲を刺激 し､意欲をかきたてる

とい う効果が期待できる｡知識欲が刺激 されることにより､知音故の吸収が

活発になることも予想 され る｡その一方で､知識伝達型の授業では､生徒

自身が考えることがほとん どなく､"自分で考える"姿勢を持てずにいる高

校生たちの姿がある｡PISA調査において､自由記述の無答率が約 24%で

あったことか らも､このことが うかがわれ る｡

"自分で考える"姿勢は､高校生たちがこれか らの自分の人生を生きて

いくうえでの重要な力 となる｡小中学校までとは違い､高等学校では自分

自身に対 して責任が求められるようになる｡"自分で考える''ことにより､

その責任の重 さや対処の仕方を見つけてい く段階- と進んでい く｡そ して､

高等学校卒業後には､自分の力で社会 との関係 をつ くり､社会の中で生き

ていくことが求められる｡

そこで､本研究では "自分で考える"姿勢を育んでい くために､｢主体的｣

とい うことを取 り入れていく｡授業参観や文献を通 して､｢主体的Jとい う

言葉 と出会 うとき､その多 くは ｢生徒の積極的な姿勢｣と ｢自分で考えるJ

とい う二点を支えとしていると感 じるか らである｡そ して､"自分で考える"
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姿勢は一つの文章か ら様々なことを想像 し､ 自分で考えなが ら読んでい く

ことが求め られ る文学教材において育ってい くと考える｡ また､文学教材

は自我に目覚める発達段階にいる高校生の内面を豊かに育んでい く役割 も

果たす｡ よって､本研究では文学教材における主体的な読みに注 目す る｡

しか し､｢主体的｣であるためにはどのよ うな構成要素が満 た されなけれ

ばな らないのか とい う点が不明では､指導の方法を立て ることはできない｡

構成要素が明確でなければ､｢主体的｣ とい う言葉 だけが先行 し､生徒の実

態が考慮 されないか らである｡

以上をふまえ､本研究で考究す る目的をま とめると､以下の 5点 となる｡

1)主体的な読みに関す る実践 ･研究の史的整理｡

2)学習者が主体的であることに関する実践 ･研究の史的整理｡

3)実践 ･研究の史的整理か ら､主体的な読みの検討｡

4)実践 ･研究の史的整理か ら明 らか となった主体的な読みに必要な存在で

ある｢他者Jに着 目した国語科教育実践場面での臨床的検証｡

5)学習者の実態に着 目した国語科教育実践場面での臨床的検証｡

2.研究の概要

前述 した 5つの問題 を解明す るために,次のよ うな研究の手順 で構成 し

た｡第 1章では､主体的な読みについての史的概観 と検討 を行 い､史的整

理 と研究課題 の設定 を行 った｡第 2章では､先行研究の中で主体的な読み

についてのキー ワー ドとなった ｢他者｣に着 目し､主体的な読みの実践的

検証を行った｡第 3章では､高校生の主体的な読みの過程 を分析する中で

見えてきた ｢わか らない｣に着 目し､主体的な読みの実証的検証 を行 った｡

3.研究の実際

本研究で明 らか となったことは､学習者の ｢わか らないJが主体的な読

みを駆動す るとい うことである｡

主体的な読みの史的概観か ら､主体的な読みには過程がある点 と学習者

の積極的な姿勢が求められるとい う点が明 らか となった｡その一方で､高

等学校における主体的な読みの先行研究の少な さ､主体的な読みの過程の
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不透明さが課題 としてあげられた｡また､主体的な読みでは他者の存在が

必要 とされなが らも､ どういった他者 と関わった ときに主体的な読みが促

進 されるのかとい うことについて未解明であった｡そこで､まず本研究で

は他者に着 目し､他者によって主体的な読みが促進 されるとい う仮説のも

と､実践的検証を行った｡

他者に着 目した実践的検証では､他者によって主体的な読みが促進 され

ると仮説をたて､ どの他者 と関わったときに主体的な読みが促進 され るの

かを検討することとした｡授業者 ･他の学習者 ･自己を他者 と異なる他者

を 3クラスで設定 し､実践を行った｡実践を分析 した結果､高校生とい う

発達段階では先行研究で言われていた学習者の r自ら｣ とい う積極的な姿

勢や叙述をもとに して読む とい う姿勢がある程度は身についていることと､

他者を変化 させても学習者の読みには大きな変化が生 じないとい う二点が

明 らか となった｡学習者は他者が授業者 ･他の学習者 ･自己とどの他者で

あれ､学習者が書いた感想の量や質に大きな差は見 られなかった｡しか し､

学習者は他者の存在を求めてお り､主体的な読みには他者の存在が必要で

あることが明 らか となった｡また､学習者の感想文の分析か ら主体的な読

みには､叙述の正確な読み取 り ･自分の思いの投彫 ･自分の読みに対する

省察と評価が主体的な読みを成立させる要件であることが明 らか となった｡

他者による差が見 られない とするならば､高校生は主体的な読みをどの

ような過程をたどって行っているのかとい う課題が生 じる｡そ こで､主体

的な読みの過程を観察す る実証的検証を行った｡検証の結果､学習者の rわ

からない｣が主体的な読みを駆動することが明 らか となった｡学習者が発

する ｢わか らない｣に着 目し､6つのタイプに分類 し､それぞれのタイプ

にとって｢わか らない｣がどのような役割 を果た しているのかを分析 した｡

タイプによって rわか らない｣が果たす役割はそれぞれであったが､｢わか

らない｣によって学習者たちはわかろうとする意欲が生まれ､｢わからない｣

が読みを進めてい くうえでの原動力 となっているとい う共通点が示唆 され

た｡｢わか らない｣を自身の課題 として捉え､それを解決 していこうとする

中で主体的な読みが行われていたのである｡そ して､｢わか らない｣を解決

していく過程の中で､他者に着 目した実践の中で明らかとなった主体的な

読みを成立させる要件が関係 していることも見えてきた｡｢わか らない｣と

い う思いか ら､まず叙述を正確に読み取ろ うとし､読み取った ことに自身
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の思いや解釈を投影 し解決 しようとする､ しか し､解決 しようとすると新

たな ｢わか らない｣に気づき∴それが結果的に自分の読みに対す る省察 ･

評価につながっていたのである｡

以上のことか ら､本研究の成果は､高等学校における主体的な読みは､

｢わからない｣によって駆動することが明 らか となったことであるといえ

る｡

4.今後-の課題

本研究の今後-の課題 として､以下の三点をあげる｡

(1)インタビュー調査の効果

本研究の調査方法の中で､学習者-のインタビューを用いた｡第 3章の

実証的検証において､筆者は観察者 として関わ りインタビューを行ったが､

第 2章では実践を行っている｡学習者にとっては､一度授業を担当したも

のがインタビュアー となってお り､その教育的効果の可能性が推察され る｡

そのため､第 3章の実証的検証が終了した三週間後に追調査を行い､学習

者たちにとってインタビューがどのような効果を持っていたかを調査 した｡

そこで､学習者たちか ら語 られた内容は､一例ではあるが､以下のような

ことであった｡

･インタビューを受けたことによって､テス トの点があがった｡

･普段 自分が考えない ところまで､考えるようになった｡

･どうしたら田中さんに伝わるのかとい うことをよく考えていた｡伝わっ

た ときは､嬉 しかった｡

･授業中､ワークシー トを書きなが らこれはインタビューで聞かれるかな

と考えなが ら書いていた｡

･自分の考えを持っていいんだ､大事にしていいんだと思 うよ うになった｡

これ らの学習者たちの発言から､学習者にとってインタビューが教育的効

果を持っていたことが推察される｡そ して､インタビューを行 うことによ

って､学習者たちは自身が考えたことに対する省察を行ってい ることも考

えられる｡管見ではあるが､インタビューが一つの指導方法としての可能

性を持っていることが示唆 されたといえるであろ う｡今後､イ ンタビュー

の指導方法 としての可能性を検討 していきたい｡
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(2)主体的な読み-の教師の介入

本研究では､指導論を追求することを目的とせず､学習者の主体的な読

みが どのような過程をたどるのかに着 目して研究を進めてきた｡その結果､

rわからない｣によって主体的な読みが駆動することが明 らか となったが､

授業者が学習者の ｢わか らない｣をどのように扱っていけばいいのか､授

業者が どのように関わっていけば主体的な読みへ と発展す るのか とい う検

討にまではいたらなかった｡

今後､授業者が主体的な読みにどのように介入 して′いけばいいのかとい

うことについて検討 していきたい｡

(3)読みの過程の獲得

本研究では､学習者の ｢わか らない｣か ら主体的な読みが駆動 されると

い う成果を得た｡しか し､｢わからない｣をどのように解決 していけばいい

のかと解決の手立てを持てずにいた り､｢わからない｣からどう自分の読み

を発展 させていけばいいのかがわからないままでいる学習者の姿も想定さ

れる｡また､rわか らない｣ではなく ｢わかるJか ら主体的な読みを駆動 さ

せようとす る学習者 も存在するであろう｡学習者たちがこのよ うな課題 を

解決 していくためには､ 自身の読みはどのような過程をたどるのかを知 る

ことが必要 となる｡読みの過程を知ることによって解決井を得た り､自分

で読み進めようとする意欲が生まれるからである｡

今後､学習者が自分の読みの過程に気づ くためには､どのよ うな手立て

が必要であるのかを検討 していきたい｡

5.最後に･

私は現在､長野県内にある公立中学校に勤務 し､中学 1年生 と2年生の

国語科を担当している｡目の前にいる生徒たちのパ ワーに圧倒 されながら､

日々奮闘 している｡

本研究では､研究対象が高校生であったが､現在は中学校の現場にいる

ため､中学生ではどのように主体的な読みが行われてい くのか とい うこと

を実践の場で今後検討 していきたいと思っている｡
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